
 

２ 人

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
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③

 

第２

（9

○

○

○

人としての

施策体

① 命を大

 様々な

② 道徳の

 「特別

学校教

③ 情報モ

 県民へ

章 取組の

9）道徳教

○ 我が国の

自分の存在

他者の命を

や地域では

とを、学校

さを子ども

○ 平成27

る道徳」と

行為に関す

たちの成長

小・中学校

など、新た

○ また、情

会全体の問

ルだからこ

り、県民全

の在り方・

体系 

大切にする

な体験活動の

の授業を核

別の教科 道

教育全体を通

モラル教育

への啓発活動

の方向と施策

教育の充実

の子どもた

在に自信を

を大切に思

は愛情豊か

校教育では

もたちに伝え

7 年３月、国

としました

する体験的

長を継続的

校では、「考

たな対応が求

情報化社会

問題となっ

こそ、それ

全体で問題意

生き方を

る教育の充

の推進、命の

核とした道

道徳」の授業

通した道徳

育の充実 

動の充実、関

策の展開 

実 

たちは、他の

を持てない子

思い、慈しむ

かに育てるこ

は一人一人の

え、自尊感

国は学校教

。また、学

な学習等を

に把握する

考え、議論す

求められて

会の進展にと

ています。

れを使う人間

意識を共有

考える教育

充実 

の大切さを実

道徳教育の

業研究の推進

徳教育の充実

関係機関と連

の国の子ども

子どもが多い

む気持ちは、

ことを、幼児

の存在を大切

感情、自己肯

教育法施行規

学習指導要領

を取り入れる

ることによる

する」道徳科

ています。 

ともない、ネ

便利ではあ

間のモラルを

有し、情報モ

育を充実さ

実感できる教

の充実 

進、「モラル

実 

連携した活動

もたちに比べ

いと言われて

人として生

児教育では人

切にすること

肯定感を育て

規則の一部を

領の一部改正

るなどして指

る評価を行う

科として、授

ネット上のい

ありますが、

を一層高めて

モラルの向上

させ、道徳

教育活動の

ルBOX」の

動の推進 

べて、自分

ています。か

生きるため

人やものとの

とを通して、

てていく必要

を改正し、「

正を行い、問

指導方法を工

うこととし

授業方法の

いじめやト

、悪用する

ていく必要が

上に努めてい

徳性・社会

の推進 

の活用、 

を大切に思

かけがえの

に最も大切

の関わりを

、すべての

要があります

「道徳」を「

問題解決的

工夫すると

ました。こ

の改善や評価

ラブル、犯

と影響が計

があります

いくことが必

会性を育み

思えない子ど

のない自分の

切な心です。

を大切にさせ

の大人が命の

す。 

「特別の教科

的な学習、道

とともに、子

この改正に伴

価の在り方の

犯罪の増加が

計り知れない

す。家庭はも

必要です。

みます 

ども、

の命、

家庭

せるこ

の大切

科であ

道徳的

子ども

伴い、

の構築

が、社

いツー

もとよ

 

① 命を大

○ 異世

力して

○ 家庭

命の大

 

② 道徳の

◎ 「特

研究指

各学校

○ 地域

徒の豊

○ 各学

介して

○ 道徳

に根付

ど、学

○ 道徳

（高・

③ 情報モ

○ 保護

家庭・

○ スマ

発を継

○ 警察

ります

○ 生徒

援しま

 

施策の

大切にする教

世代間や異年

て、様々な体

庭や地域と連

大切さを実感

の授業を核と

特別の教科

指定校におい

校に伝達し、

域の人々や保

豊かな心を育

学校における

て、学校間で

徳教育指導参

付く伝統・文

学校の教育活

徳教育におけ

特） 

モラル教育の

護者を始め県

地域・学校

マートフォン

継続します。

察等関係機関

す。（高・義

徒への情報モ

ます。【再掲

の展開

 

教育の充実

年齢間、異校

体験活動を一

連携し、幼児

感できる教育

とした道徳教

道徳」の実

いて授業方法

道徳の授業

保護者等に道

育むようにし

る道徳教育の

で共有できる

参考資料「明

文化や地域で

活動全体を通

ける優れた取

の充実 

県民に向けて

校が連携し、

ン・携帯電話

（高・義・

関と連携し、

義・特） 

モラル向上に

掲】（県民生活

校種間での交

一層推進しま

児教育、学校

育活動を行い

教育の充実 

実施（小：平

法や評価の在

業の充実を図

道徳の授業を

します。（義

の取組を、道

るようにしま

明日を拓く」

でのボランテ

通じて道徳教

取組の成果

て、児童生徒

社会総がか

話等の適切な

特） 

出前講座な

に関する講演

活部） 

交流、集団

ます。（義）

校教育のあら

います。（義

平成 30 年

在り方等に

図ります。

を公開し、

義） 

道徳教育総

ます。（義）

」や地域ゆ

ティア活動

教育を展開

果を各学校に

徒の健全育成

かりで取り

な使い方や

などを通し

演会、研修

団での交流活

 

らゆる場面、

義） 

年度・中：平

について研究

（義） 

学校と家庭

総合推進サイ

 

ゆかりの偉人

動などを取り

します。（高

に還元して、

成やモラル

組むための

や情報モラル

して児童生徒

修等を実施し

活動など、学

、あらゆる

平成 31 年度

究するととも

庭や地域が連

イト「モラル

人をまとめた

り上げた教材

高・義） 

県全体に普

ル・マナーの

の啓発を行い

ルについて、

徒の情報モラ

している私立

学校と地域が

機会を捉え

度）を見据え

もにその成果

連携して児童

ル BOX」で

た副読本、地

材を活用する

普及させま

向上につい

います。（生

保護者への

ラルの向上を

立高等学校を

が協

えて、

え、

果を

童生

で紹

地域

るな

ます。

いて、

生 

の啓

を図

を支



 

２ 人

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

○

○

①

 

②

 

第２

（1

人としての

施策体系

○ 人権の尊

護されるこ

構造の複雑

の回りでも

問題に起因

りません。

○ また、グ

代、考え方

生」できる

○ 本県では

権が尊重さ

ゆる場を通

いては、子

動全体を通

必要です。

① 人権に

 児童生

② 社会福

 体験活

章 取組の

10）人権

の在り方・

系 

尊重は、人

ことが、平

雑化や価値

も、児童虐

因する差別

。 

グローバル

方等の違いを

る社会をつ

は、平成 2

され、差別

通じた人権

子どもたち

通して人権

。 

に関する指

生徒への指導

福祉に貢献

活動・ボラン

の方向と施策

権教育の推

生き方を

人類共通の普

平和で幸福な

値観の多様化

虐待、いじめ

や偏見など

ル化、高齢化

を認め合っ

くっていく

26 年３月に

や偏見のな

権教育・啓発

の発達段階

権尊重の意識

指導の充実

導の充実、教

献できる人

ンティア活動

策の展開 

推進 

考える教育

普遍的理念で

な社会をつく

化の中で、様

め、インター

どの問題が存

化といった社

た上で多様

ことも求め

に「人権教育

ない郷土愛知

発の推進に取

階や実態に即

識を高め、一

実 

教職員研修の

人材の育成

動等の推進、

育を充実さ

であり、全て

くる礎です。

様々な人権侵

ーネットによ

存在しており

社会情勢を踏

様な価値観を

められていま

育・啓発に関

知の実現を目

取り組んでい

即し、各教科

一人一人を大

の充実、PT

成 

教科「福祉

させ、道徳

ての人々の人

。しかし、残

侵害が起きて

よる人権侵害

り、その解決

踏まえ、国籍

を受け入れ、

ます。 

関する愛知

目指し、家庭

いるところで

科、道徳、特

大切にした教

TA などに対

祉」の充実

徳性・社会

人権が平等

残念ながら

ています。

害、障害が

決に努めて

籍、文化、

互いの人権

知県行動計画

庭、地域社

です。とり

特別活動等

教育を推進

対する啓発の

実 

会性を育み

等に尊重され

ら現実には、

子どもたち

があることや

ていかなけれ

習慣、性別

権を尊重し、

画」を改定し

社会、学校等

りわけ、学校

等を含めた教

進していくこ

の充実 

みます 

れ、擁

社会

ちの身

や同和

ればな

別、世

し、「共

し、人

等あら

校にお

教育活

ことが

①

②

① 人権に関

○ 幼稚園

尊重の精

○ 児童生

等、行動

特に、人

ついて考

○ 児童生

きるよう

改善に努

○ 教職員

頭研修を

○ 地域の

などを全

○ PTA

啓発に努

○ PTA

発に取

○ 私立学

機会を捉

② 社会福祉

○ NPO

験、高齢

ます。（

○ 教科

成します

施策の

関する指導

園、保育所、

精神の基礎

生徒の発達

動計画で重

人権週間にお

考え、学ぶ

生徒が人権

う、体験・参

努めます。

員が、人権教

を始め職務

の実情に応

全県的に紹

A 関係者、市

努めます。

A などに対し

り組むこと

学校が、人権

捉え、人権

祉に貢献で

O・社会福祉

齢者・障害者

（高・義）

「福祉」を通

す。（高）

の展開

 

導の充実 

、認定こど

礎を築くよう

達段階等に合

重要課題と位

おいては、

ぶ機会をつく

権問題を自ら

参加型の学習

（高・義・特

教育に対す

務や経験年数

応じた人権の

紹介し、各学

市町村教育委

（生） 

して、地域社

とができるよ

権学習・教育

権に関する資

できる人材の

祉協議会・福

者との交流

通して、社会

も園におい

うに努めます

合わせ、女性

位置付けた人

校長講話、

くります。（高

らの問題とし

習を取り入れ

特） 

する理解と認

数に応じた研

の課題に関し

校における

委員会等を対

社会、家庭、

よう活動を支

育に取り組

資料を配布す

の育成 

福祉関係団体

、ボランテ

会福祉の増進

いては、幼児

す。（県民生

性、子ども、

人権に関する

講演、映画

高・義・特

して考え、判

れるなど、効

認識を深め、

研修を進めま

して、研究指

る指導方法・

対象として

、学校が連

支援します。

組むことがで

する等周知に

体等と連携

ティア活動、

進に寄与す

児の発達の特

生活部・健康

高齢者、障

る問題につい

画鑑賞など様

特） 

判断力や実践

効果的な学習

資質の向上

ます。（教・

指定校等の実

内容の改善

て研修会や学

連携して人権

（生） 

できるよう、

に努めます。

携しながら、

認知症サポ

する創造的な

特性を十分に

康福祉部・義

障害者、同和

いての指導

様々な取組を

践力を身に付

習方法や指導

上を図るため

企・高・義

実践的な取組

善や充実に努

学習会などを

権に関する学

研修や会議

。（県民生活

保育・介護

ポーター養成

な能力と実践

に踏まえ、人

義） 

和問題、外国

を推進しま

を行い、人権

付けることが

導方法の工

めに、校長

義・特） 

組や研究の成

努めます。（高

を開催し、人

学習、教育

議などの様々

活部） 

護体験や職場

成などを推進

践的な態度を

人権

国人

ます。

権に

がで

工夫・

・教

成果

高・

人権

・啓

々な

場体

進し

を育
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③

 

第２

（1

人としての

施策体

○ いじめは

る深刻な問

ト上で行わ

○ 国立教育

なく加害者

実があると

単純な関係

であり、ど

持つことが

○ 不登校も

人関係をめ

下で起こる

○ いじめや

自尊感情や

を早期に発

が必要です

○ 県におい

するととも

① 未然防

 家庭・地

② 教育相

 スクー

電話相

③ 学校と

 教員研

章 取組の

11）いじ

の生き方・

体系 

は、子ども

問題です。し

われること

育政策研究

者としても

とされてい

係性でとら

どの子ども

が必要です。

も、不安な

めぐる問題

るとは限らず

や不登校等

や自己有用

発見する努

す。 

いても、日

もに、各市町

防止と早期

地域等との

相談体制の

ールカウンセ

相談・家庭教

と警察等関

研修の推進、

の方向と施策

じめ・不登

在り方を

もの心身の健

しかも、最近

も増え、外

究所の研究に

関わってお

ます。いじ

えられない

にも、どの

。 

などの情緒的

題など、様々

ず、どの子

等の問題で大

感が持てる

努力をしつつ

頃から「愛

町村のいじ

期発見 

の連携の強化

の充実 

セラー・スク

教育コーディ

関係機関と

警察と連携

策の展開 

登校等への

考える教育

健全な発達に

近のいじめは

外から一層見

によれば、多

おり、被害者

じめは、「いじ

い場合が多く

の学校におい

的混乱や無気

々な背景をも

子どもにも起

大切なのは未

る、魅力ある

つ、個に応じ

愛知県いじめ

じめ防止に関

化、学校の体

クールソーシ

ィネーター等

との連携 

携した対応の

の対応の充

育を充実さ

に重大な影響

は、スマー

見えにくいも

多くの子ども

者も加害者も

じめる子ども

く、だれもが

いても起こり

気力等の原因

もつケースが

起こり得ると

未然防止であ

る学校をつく

じて初期対応

め防止基本方

関する取組を

体制強化の取

シャルワーカ

等の活用 

の推進 

充実 

させ、道徳

響を及ぼし、

トフォンや

ものとなって

もたちがい

も比較的短期

も」と「いじ

が被害者に

り得るもので

因に加え、親

が増えてきて

と捉えること

あり、そのた

くっていく

応を組織と

方針」を有効

を支援するこ

取組推進、ネ

カーの活用

徳性・社会

、不登校な

や携帯電話な

ています。 

じめに被害

期間で大き

じめられる子

も加害者に

であるとい

親子関係を

ており、も

とが必要です

ために全て

ことがその

して適切に

効に機能さ

ことが必要で

ネットパトロ

 

会性を育み

などの背景と

などによって

害者としてだ

きく入れ替わ

子ども」と

にもなり得る

いう認識を明

をめぐる問題

もはや特別な

す。 

ての子どもた

の基本です。

に行っていく

させて学校を

です。 

ロール事業の

みます 

ともな

てネッ

だけで

わる事

いう、

るもの

明確に

題、友

な状況

たちが

問題

くこと

を支援

の継続

①

②

① 未然防

○ いじ

広報し

○ 学校

や地域

○ いじ

ついて

○ 魅力

の目配

ます。

○ ネッ

ます。

○ いじ

ます。

○ 生徒

します

② 教育相

○ 全公

などの

○ スク

ルカウ

ど、校

○ スク

えて配

ルソー

【再掲

○ いじ

ター等

○ 不登

を図り

◎ 不登

室やフ

施策の

防止と早期発

じめの未然防

し、社会総が

校だけでは解

域等との効果

じめや不登校

て、教職員の

力ある学校づ

配りや支援を

（高・義・特

トパトロー

（高） 

じめや体罰の

（県民生活部

徒への情報モ

す。【再掲】（

相談体制の充

公立中学校及

の問題の未然

クールカウン

ウンセラーに

校内の教育相

クールソーシ

配置を進めま

ーシャルワー

掲】（高・義

じめや不登校

等と面談した

登校の児童生

ます。（生）

登校児童生徒

リースクー

の展開

 

発見 

防止・早期発

がかりでいじ

解決困難な多

果的な連携・

校等について

の研修を進め

づくり、教育

をきめ細かに

特） 

ール事業を継

の未然防止に

部） 

モラル向上に

（県民生活部

充実 

及び小学校の

然防止、早期

ンセラーの専

による予防的

相談体制を充

シャルワーカ

ます。また、市

ーカーの活用

・特） 

校等に悩む児

たりできる体

生徒に大学生

） 

徒に対する支

ール等との連

発見に向けて

じめを防ぐ気

多様化・複雑

・協働の在り

ての見方や考

めます。（義

育相談体制の

に行うことで

継続し、ネッ

に資する教

に関する講演

部） 

の拠点校への

期発見・早期

専門性を生か

的な取組や

充実します。

カーの効果的

市町村教育

用、配置の方

児童生徒や保

体制を充実し

生を話し相手

支援を強化す

連携を検討し

て、いじめの

気運を醸成

雑化・深刻化

り方について

考え方、対応

義） 

の充実、組織

で、いじめや

ット上のいじ

教員研修等を

演会、研修等

のスクールカ

期対応を図り

かした相談活

やいじめ不登

（高・義・

的な活用につ

育委員会と連

方法について

保護者が、電

します。（生

手、遊び相手

するため、国

していきます

の特性や様態

します。（生

化した問題行

て研究を進

応方法や、カ

織による生徒

や不登校の未

じめの早期発

を実施してい

等を実施して

カウンセラ

ります。【再

活動を一層

登校対策委員

特） 

ついて研究

連携し、公立

て検討し、相

電話相談した

生・義） 

手として派遣

国の動向も踏

す。【再掲】

態等につい

生・高・義

行動に対応

進めます。（義

カウンセリ

徒指導に努

未然防止・

発見・早期

いる私立高等

ている私立

ーの配置を

再掲】（義）

層推進すると

員会での助言

究し、その成

立小・中学校

相談体制の整

たり家庭教

派遣し、児童

踏まえなが

（義） 

て家庭や地

・特） 

応するため、

義） 

ングの方法

努め、児童生

早期対応を

期対応に取り

等学校を支

立高等学校を

を継続し、不

 

とともに、ス

言を活用す

成果と課題を

校におけるス

整備を進めま

教育コーディ

童生徒の心の

がら、適応指

地域に

家庭

法等に

生徒へ

を図り

り組み

支援し

を支援

不登校

スクー

するな

を踏ま

スクー

ます。

ィネー

の安定

指導教



 
施

○

 ○

○

 

③ 

◎

○

施策の展開

○ 生徒への

【再掲】（

○ 不登校生

○ 不登校生

学校と警察

◎ ネット上

察等関係機

○ いじめや

行動連携を

開 

のカウンセ

（県民生活部

生に対する入

生を受け入れ

察等関係機関

上のいじめへ

機関と連携

や暴力行為等

を一層推進

セリングを担

部） 

入学試験を

れている私

関との連携 

への対応力

して教員の

等の未然防

し、児童生

担当する教職

を実施してい

私立高等学校

携

や、児童生

の研修を進め

防止・早期発見

生徒の健全育

職員を配置

いる私立高等

校を支援しま

徒の情報モ

めます。【再掲

見・早期対応

育成に努めま

置している私

等学校を支援

ます。（県民

モラルに関す

掲】（義） 

応のために、

ます。（高・

私立高等学校

援します。（

民生活部） 

する指導力の

、学校と警察

義・特） 

校を支援し

（県民生活部

の向上のため

察との情報連

します。

部） 

め、警

連携・

空白 



 

 

２ 人

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1

①

 

②

 

第２

○

○

○

○

人としての

施策体系

12）主権

① 主体的

 地域での

② 政治的

 アクティ

章 取組の

○ グローバ

問題の解決

のため、子

を解決して

けていくこ

○ 国では、

踏まえ、子

ついて学ぶ

○ とりわけ

ら「満 1

いく若い人

となってい

○ 学校教育

等学校「公

養を育む教

ことが必要

の在り方・

系 

権者教育の

的に社会参

の奉仕活動

的教養を育

ィブ・ラーニ

の方向と施策

バル化が進

決のために

子どもたち

ていく活動

ことが必要

、積極的に

子どもたち

ぶ高等学校

け、平成 2

8 年以上」

人たちの政

います。 

育において

公民」の「現

教育を進め

要です。 

生き方を

の推進 

参画する活動

・体験活動の

育む指導の充

ニング１ によ

策の展開 

進展し、価値

に、多様な考

ちが自分の身

動を通して、

です。 

に社会参加す

ちが政治や法

の科目「公

27 年６月、

に引き下げ

政治や選挙へ

ては、政治的

現代社会」

めるとともに

考える教育

動の推進 

の推進、社

充実 

よる学習の推

値観の多様化

考えを尊重し

身の回りの課

民主的な社

する意欲が国

法、経済の主

公共」（仮称）

公職選挙法

げられたこと

への関心を高

的中立性を踏

「政治・経済

に、社会の一

育を充実さ

社会参画の意

推進、教員

化が進む社会

しつつ合意形

課題を発見し

社会を形成す

国際的に見て

主体となるこ

）の新設を

法が改正され

とにより、高

高め、政治的

踏まえつつ、

済」を中心

一員として生

させ、道徳

意識を高める

員研修の実施

会で生きて

形成を図っ

し、それに

する公民と

て低い、と

こと、地域

を検討してい

れ、選挙権年

高校３年生

的教養を育

、中学校「

に、学習指

生きるため

徳性・社会

る教育の推進

施 

いく子ども

ていく必要

関わる人々

しての資質

いう現代の

社会の一員

います。 

年齢が「満

生など新たに

んでいくこ

社会科」の

指導要領に基

の資質や能

会性を育み

進 

もたちは、様

要があります

々と協働して

質・能力を身

の高校生の実

員となること

満 20 年以上

に有権者とな

ことが喫緊の

の公民的分野

基づいて政治

能力を育んで

 

みます 

様々な

す。そ

て問題

身に付

実態を

と等に

上」か

なって

の課題

野、高

治的教

でいく

① 主体的

○ 老人

地域に

りを深

○ 高校

体験し

○ 労働

よる出

○ 生徒

積極的

 

② 政治的

◎ 良識

を取り

◎ 総務

的教養

◎ 学校

者教育

施策の

１ アクティ

り入れた教

 

 

的に社会参画

人福祉、障害

に貢献したり

深め、地域と

校生が、町づ

したりや実践

働や税金に関

出前授業等を

徒が学校教育

的に取り組む

的教養を育む

識ある公民と

り入れた学習

務省・文部科

養を育むとと

校教育におけ

育を行うこと

の展開

ィブ・ラーニン

教授・学習法の

画する活動の

害者福祉、防

り地域の要望

との絆づくり

づくりや町お

践したりでき

関する問題、

を積極的に活

育活動の一環

む私立中学校

む指導の充実

として必要な

習を推進しま

科学省が作成

ともに、選挙

ける政治的中

とができる環

ング：教員による

の総称。 

の推進 

防災、生活安

望に応えた

りに努めま

おこし、地域

きる機会の

、消費者問題

活用して学

環として地

校、高等学校

実 

な政治的教

ます。（高・

成した副教材

挙制度の理解

中立性の確保

環境を整え

る一方向的な講

安全等に関し

たりする奉仕

ます。（高・義

域の活性化等

の充実を図り

題、身近な

学習を進めま

地域社会へ参

学校を支援し

教養を育成す

・義・特） 

教材「私たち

理解を図りま

確保に関する

えます。（高

講義形式の教育と

して自分が果

仕活動を通じ

義・特） 

等のために貢

ります。（高

な法律等につ

ます。（高・義

参加するため

します。（県民

するために、

ちが拓く日本

ます。（高・特

る研修を行い

・義・特） 

とは異なり、学

果たす役割

じて、地域の

貢献する活

・特） 

ついて、関係

義・特） 

め、ボランテ

民生活部）

アクティブ

本の未来」を

特） 

い、教職員が

学修者の能動的な

について考

の人々との関

動を自ら考

係機関の協力

ティア活動等

 

ブ・ラーニン

を活用し、政

が不安なく主

な学修への参加

考え、

関わ

考え、

力に

等に

ング

政治

主権

加を取


